
R７年度 子ども中心の保育（自己評価のまとめ）       2026.2.4 

私たちは「自分で考え、行動できる子どもの育成」を目指し、子どもたちの主体性を育む保育に取り

組んできました。具体的には、「子どもたちの遊びを通して、遊びこむ姿が生まれる子ども中心の保育」

を実践しています。その中で、取組 1ではコーナー保育の実践、取組２では子ども中心の保育（流れる

保育）をこの１年間実践してきました。 

そこで、私たちの１年間の保育活動を振り返り、来年度の保育につなげていきたいと思います。 
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⑤子どもとの信頼関係を築いている。

④手作り玩具を提供している。

③子どものやりたい、やってみたいという気持ちを大切

にしている。

②安心できる場、くつろげる場を提供する。

①子どもの興味・関心を把握し、コーナーを設定する。

１．コーナー保育

かなりできている できている あまりできていない できていない
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⑩失敗したことを非難するのではなく、自分の力でした

ことをほめたり、励ましたりするなど子どもたちを認…

⑨保育士の都合で子どもを動かさない。

⑧「これはだめ」「やめて」などの禁止する言葉をつか

わない。

⑦「はやくして」「１番はだれかな」「時間がないよ」

などの子どもを追い込む言葉はつかわない。

⑥大きな声で「みんな集まれ」「並んで」「次は〇〇す

るよ」など支持することはやめる。

⑤「そろってから」「まとめて」と考えない。

④同じ時に同じ場所で同じことをする保育（一斉保育）

は、やめる。ただし、３→４→５歳児と少しずつ一斉…

③子どもの思いや考えを保育に生かしている。

②子ども一人ひとりの発達や生活リズムを大切にしてい

る。

①笑顔で子どもに対応している。

２．子ども中心の保育

かなりできている できている あまりできていない できていない
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⑦３～５歳児の保育では一斉保育は、一人一人の子ども

に配慮しながらやっている。

⑥３～５歳児の保育ではサークルタイムは、自由に話し

合いができる雰囲気がある。

⑤３～５歳児の保育では自分一人でできるような手助け

になるものや掲示物を用意している。

④３～５歳児の保育では自分で考える場面をたくさん取

り入れている。

③３～５歳児の保育では一人ひとりの発達や生活のリズ

ムを把握し、流れる保育の上に立った子ども中心の保…

②１，２歳児保育では学級、学年で話し合いながら、流

れる保育を取り入れている。

①０歳児保育では子どもの動きを受け止めて、言葉かけ

をしている。

３．具体的な保育

かなりできている できている あまりできていない できていない


